
会議名 第2回　保育園適正規模等研究委員会

日時 令和４年10月13日（木）　　午後6時00分～7時30分

会場 飯山市役所　第2委員会室

協議内容
研究テーマ研究テーマ①「子どもにとっての保育園とは」②「保護者にとっての

保育園とは」について協議

決定・確認事項 研究テーマに沿って議論し、引続き２つのテーマについて議論を深めてゆく

主な質問・意見等

「①子どもにとっての保育園とは」

・少人数だから丁寧に見てもらえると思っている保護者が多い　統合して多人数

になった時を考えるときちんと見てもらえるのか不安

・保育士さんからは「人との輪が広がる」「多人数だからできることがある」

「一人一人のケアを怠ることはない」と意見あるがメリットを飯山市や園側から

保護者に伝えることが大切　少人数から大人数になることへの不安を払しょくで

きるように発信してほしい　親は安心し、しいては子も安心につながる

・施設的な部分でいうと園舎を見ると今の時代に合っていない　免疫の弱い未満

児のことやこれからのことを考えてもらいたい

・とがりの未満児室のトイレは寒い　食べるところは床、遊ぶところが絨毯で同

じ部屋で生活している　遊んだ後にホコリが舞いそれを吸っている　喘息の子が

多いので心配　 トイレはスリッパに履き替えないといけないが未満児には難し

い。床暖房で、裸足ですんなりいけるとトイレトレーニングにも良いのでは

・混合クラスも経験したが3歳児と4歳児ではできることとできないことの差があ

る　怪我も多かった　ケンカの中で謝る方法やタイミングを学べて良い面もある

大人数になると子どもたちの中でグループ化してしまう　みんなで仲良く遊ぶこ

とは少人数の方が良い　異年齢の子がいるとお世話する側される側ができる　今

のクラスは、担任はいるが加配がいないので心配　メリットがデメリットにもな

る、少人数が良いとか悪いとか決められない
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主な質問・意見等

「②保護者にとっての保育園とは」

・現在登園で自宅から園まで5分、園から勤務先まで15分

統合園がどこに出来るかわからないが仮に、統合小学校付近に統合園ができると

したら、今の倍の時間を要する　自宅を何時に出れば良いか、上の子の送りだし

ができなくなるなどの問題が出てくる　朝長を利用しないといけなくなる　通園

バスの利用を考えても、朝長利用ではバスが利用できないので結局早くに準備し

なければならず、色々考えると「仕事を変えた方がよいのか」など問題がどんど

ん大きくなっていく

・自分自身は自営業なので遠くても問題ない　ただ、冬は除雪があったり急いで

行くと危ないし、早くに家を出るにしても先行に除雪車がいると遅くなる　色ん

な家庭の話を聞くと「通園バスがあっても良いのでは」と思う反面、トラブルが

出る可能性もある　ニュースでも通園バスは問題になっているので心配　安全に

子どもを預けたい

・保育園は親が勤めるために預けるのだが、統合園が遠くに出来るとなると勤務

時間に間に合うように早くに預けなければならない　学校統合より保育園統合問

題は難しい　子どもの預け先が変わることで仕事先を変えざるえない保護者がで

てくるのでは

・下の子は保育園で、上の子が児童クラブ利用するとなると、両方へ迎え行かな

ければならない。児童クラブを利用する家庭は下の子を夕長利用するので、保育

園・小中学校は近い方がありがたい。統合小付近に統合園ができるとなるととが

り保育園以外のかたで送迎が大変な家庭が増えてくる。小学校統合になった後も

現保育園を利用する家庭はどう考えるか。


